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＊

東 北の砥俗採訪覚え書(2)

－津軽地方のこと')－

●

NotesonShamanisticPattemsinTohokuDistricts（Ⅱ）

－PsychicalpatternsandwayofpracticesinTsugaruArea-

１

８月１２日午後北津軽郡金木町川倉に到着2)。地蔵講会

にまいる。地蔵堂（本堂）は土間，三間に四問くらいの

小堂で奥に地蔵尊をまつる。周囲に幾千無数の小地蔵や

わらじその他が上げられ,花,灯明,線香,団子がそなえら

れて異様な零囲気であり，においである。土間の周囲や

入口に僧や世話人が立ちならんでお札を配り，着到をし

るしている。堂の左手下に饗の河原がある。堂のうら手

に藁で屋根をした堀立て式のにわか小屋が二棟あり，な

かに｢に｣の字形に五列をくんで約一間ごとにイタコがし

ょうぱい中。それぞれ依頼の参詣人がとりかこんでいる

－下北郡の恐山の講会にはこの年(７月)と後の年と二

度まいったが,こういうしつらえはなく，イタコは本堂の

軒下附近でしょうぱいし,イタコでない｢行者｣(たいてい

宗派神道に属していたがいわゆるカミサマの人々）は饗

の河原や浄土ケ浜或いはその側の小堂附近で遠慮がちに

しようぱいして1,,た｡イタコはその点を区別していたが，

この川倉ではイタコたちもそういう区別はしていない様

子で，慣行か規制するか不明だったが，調査の結果でも

明らかなように，この場所では皆イタコだった－．

町長，書記，署長，消防団長その他新聞社の人々など

と会って話をきいた。地蔵堂はもと浄土宗の善導寺の所

管であったが今は曹洞宗雲祥寺の所管の由。結婚前に亡

くなった人の霊は賢の河原のここに来ると信じられ，春

秋の彼岸やことに盆に近親やおぼえのある者の亡くなっ

たとき地蔵を刻んでまつる。しかし，それもやがて無縁

仏になるとのことｏ例年イタコが5,60人は来るとのこ

石津照璽
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とだったが，この年は24,5人であった。しようぱい中

の人々について簡単なききがきをとり，あとで同行諸氏

と手わけして各個的に面接した。

小笠原サヨ５８半明，西郡稲垣村。１５から１年半修

行，師匠は稲垣の近所。

前田マヨ６１半明，南郡浪岡町長町。１２，３から１０

年間師匠のもとにいた。師匠は西郡出精村コバタの

人。

寺田サワ６４失明，五所河原。１８で３ヶ月間，４０で

５ヶ月間修行。師匠は北郡松島村吹畑の人◎

山口トミ４７半明，西郡中力村牛潟◎１３から３年

間修行。師匠は牛潟の工藤ソデ。

藤田マツ３６半明，かなり見える。五所河原町敷

島。１５から３年間修行。師匠は西郡柏村小中野の

藤田ナン。

三上ソノ４８ほとんど失明，南郡石川町。１８から

年半修行，師匠は大鰐の人。

斎藤スエ３６失明，西郡川除村。１５から１年間修

行，師匠は鯵ヶ沢町川尻の人。

鈴木モヨ５７半明，南郡光田寺村川辺。２１から

１年半修行。師匠は北郡長橋村･松野木，小山内フ

ミ。

平川フヨ５７失明，南郡尾崎村新屋。２３から１年

半修行。師匠，不明。

葛西サナ３０失明，南郡尾崎村新屋。１９から２年

間修行。師匠は南郡女鹿沢村北中野，佐藤ツル。彼

女は川倉で弓をつかっていた。ほとけおろしは弓，

神おろしは数珠のもの。他のイタコも家ではそうし



２

は丸い筒を用いぼとけおろしのときは角型のものを用

いるとのことであった。同席の大善院蒔田師の話でも，

二つもっている者もあり一つもつ者もあるとのことだっ

た。しかし八戸地方もそうだが，普通には一つの筒を負

っているようである一・

以上のうち,長谷川そわ,大川ハナ，前田そわの人々に

は五所河原の大善院蒔田照範師が帯同して恐山の宿殿で

面接した。津軽のパタンをみるためにはここにあげるべ

きであろうが省略する｡恐山では,その他にも津軽のイタ

コに会い或いは面接した。次にあげる面接やきき書きに

徴しても,一応八戸地方のイタコとちがって(本誌前号参

照)，津軽ないし東北地方の裏日本側一および岩手,こ

とに県南から宮城をふくめうるであろう－のイタコは

行中に忘我,神がかりになるという｡伝授ゆるしの際に山

形地方のように神つけをするものもあり，また神がつく

ものであるとして、それをゆるしの要件とする慣行のあ

るところが多い。また，ゆるしのときには神がかりには

ならないでも，しようぱいをしているとき神がかりにな

ったとかなるものであるという者も上記の人々のうち

に２，３あった。家系とか親に同様な異常経験があると

いった事例には,イタコの場合には殆んど会っていない。

なお，旧藩時代の政策で，秋田，山形からの入植者を入

れたので］五所河原や金木地方の慣行にはそのパタンが

入っていると五所河原での座談会できいた。

ロの暮れから私は寺にいった8)。寺では下記の人々と

面接。

ている筈。しかし今ではごっちゃになっている者も

あるという。

佐藤ナミ５４失明，北郡板柳町。２１で５カ月間修

行。師匠は南郡藤崎町の人。

木村ハギ４８半明，北郡板柳町。１３から３年間修

行。師匠は北郡小阿弥村狐森，三上オモコ。

長内(オサナイ)オカネ６２失明，西郡舘岡村平滝．

２５で５ケ月住承こふ修行。師匠の名は不明。弘前，

報恩寺所属。地神盲僧匂頭の資格と加持祈祷の許可

紀章をもっている。

奥崎ツヤロ半明，東郡高田村高田１７から１年

間修行。師匠は南郡藤崎町の人。

長谷川そわ５０失明，北郡小泊村小泊１６から１

年半住みこゑ修行。師匠は北郡嘉瀬村嘉瀬の人。

前田そわ５３失明，北郡中里町大沢内。１３から４

年間修行。師匠は北郡嘉瀬にいた人（前田女と大川

女とは同じ師匠というから中村オリであろう)。

大川ハナ(自分ではサダとも！‘,う）５０失明，北郡中

里町大沢内。１４から１６まで修行。師匠は中村オリ

（北郡嘉瀬村？)。

川村つよ－ききとりなし

笠井キヨ３７失明，北郡中川村桜田。１５のとき３

ヶ月間師匠についたが家の事情で正式に習ったので

はない。実際には大川ハナに面倒をみてもらって，

神がおりるようになったのは20のころからである。

三浦シキノ－ききとりなし

奥田□□－ききとりなし

三木谷□□－ききとりなし

対馬与介３５失明，南郡五郷村本郷。師匠は特別に

なく独修。

高谷トシ４３明，南郡長橋村福山。特別の師策はな

く，経歴からいっても「行者」の類に入れるべきも

のとおもわれるが，大善院蒔田師の差配表には，ゴ

ムソの部でなくイタコの部に入っている。

以上２４人のうち１人それもいわゆるゴムソに属すべ

き者を除いては全部失明又は半明（９人)。しかし，こ

の土地にも目の見えるイタコも時々いる。それは多く生

活の都合のためで，修験の妻だったからというような事

例には接していない。業具は太鼓１人(高谷トシ)一家

では,ことに大善院の系統では,たいていもっているとの

こと－，弓１人(葛西サナ)，ただし家ではたいてい所

有とのこと，袈裟（輪げさ）５人，九字をきるイタコ１

人。お守りの筒をもたぬ者は２人だけ－ただし恐山

で津軽のイタコからきいたところでは，神おろしのとき
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対馬与介(男躯）３５南津軽郡五郷村本郷

生後２ケ月で失明。父の職業は農業。しかし，くらし

は別で，独身。かっぷくのよい人で，ハキハキものをい

う。客も大勢寄っていた。昭和８年，１６の年の３月１６

日から１７の年にかけて八戸の盲唖学校に入った。米１

俵２０円のころ，授業料１ケ月１３円だった。月食５円あ

て村の役場から補助がでたが，あまりつらいとおもった

ので，１６の年，学校の冬休みに浪岡（南津軽郡）の五本

松からイタコが来たということで，ききにいった。１８の

年に山形村（同郡）南中野のイタコ佐藤ツルからほとけ

の口よせをきいて点字筆記をし，その年の２月22日から

練習をした。１９の年の10月に五本松のイタコ山田ミサが

本郷に１週間いたのでそれをきいた。神の霊ののりうつ

る仕方を２回習い，弓と数珠を買った。代価は米１俵

(１俵20円した）だった。背負いもの－彼はイタコの

お大事とかお守りという筒を背負ってしようぱいをして

社会学研究科紀要第１０号１９７０



円まで。久渡寺ではおしらの位をもらう。おしらの勲章とき，田の草をとりにいって，旧の中から石を１つ拾つ

東北の孤俗採訪覚え書３

いた一は古いのを５円で求めた。’'１は千匹狐である。神をもどすときは，もどるﾈIllこそ，かたちが兇えないで

生活が苦しいからカミサマのところへはゆかぬ。’'1分で声ばかり，すがたが見えないで音ばかり，という文句を

る。そこで焼かれるということである。男のイタコは自 いった。嫁にいったら夜ねむれなくなった。５月23日に

練習をした。 かたる。柏手をする。ほとけのときは手をたたかない。

神おろしはする。月次の予言は神うらないでする。ほ自分は扶桑教の教師の資格をもっている。１年900円

とけおろしもするが，これはほとけの身の上を語る。こをそちらへおくる。イタコの組合としては，自分は弘前

のときは夢中である。わきのことを考えると出来なの報恩寺に属している。

い。おろす始めはわかるが，ほとけがおりてくるとわか恐山で会った五所河原の大善院蒔田師が一戸女をつれ

らなくなる。胸や脚にわかるもので，体がおもくなる。て来寺。種々話をきいたが,すでに恐山でもき',､たので，

耳にはきこえる。像は承えない。しようぱいのとき印相ここでは紙幅の関係で省略。大善院のゴムソ，イタコ差

を結び九字をきる風だったので，たずねたところ，福島配のことは同師令息及び夫人からのききがきを下にあげ

は自分の家でやる。神おろしは秋はしい。春は旧正月初週間もものをたべなかった。従来，病気があったわけで

何だといいかけたが，これは'1分が工夫したものといつ る。

ていた・一戸サクラ６２北津軽郡六郷村山道

占いは神の場合もほとけの場合も数珠を用いる。弓はカミサマ即ち「行者｣。明。実家は農。父は37年前，

春秋の彼岸のとき，たのまれた他家へ赴いたときに用い母は22年前に死亡。実家の宗旨は曹洞宗。第１の婚家

るが，神おろしのときはたたかぬ。ほとけおろしのときＩま浄土宗，２度目の結婚は婿をとった。そこの家は日蓮

も,ほとけがおりてくると弓はおく。水はつかわない｡お宗。彼女は真言宗に属する、しかし，葬式や法蛎はもつ

しらあそばせはする｡久渡寺で本を求めた｡イタコはおしれていない。曹洞宗でする。

らをもっている。自分ももってし､る。村(部落の意味か） １７のとき嫁にいった。そこも農家だったが，５０日

では大抵３，４軒の家にいって，そこの家のおしらをあ 目くらいのとき，夜やすんで、をつぶると何も見えない

そぱせる。おしらは久渡寺でもらえば２０００円から150 はずだが，枕もとに火が燃えて人が立っていた。小さい

’

という。あととりがないときは久渡寺か日蓮宗におさめ た。カミサマにみせたら，お前はカミサマになる人だと

仏の仏さま。木の葉がくしの時烏，袖はなゑだでぬれくなって，小さい時から人にかくれておがんだ。別に心

分の外に中津軽郡東目屋村に石崎松太郎と1,,う人がい実家から迎えに来て,ここにいたら死ぬといわれたので，
る。その外は知らない。 どうしようかと思ったが，親方が馬をつれて来たので実

ほとけおろしのときは神名をよばぬ（神よせをしなし、家に帰った。それから馬鹿になった。夜，火のように金

意であろう)。間し､口はない。神うらない(上記）は多くのなる木に花がさき大黒さまがあらわれた。１週間も３

老人のほとけは 実家に帰ってから，１８の年の６月２２日にまた病気に

めから３月節句まで。自分の家でもするが村々にゆく。はなく，嫁にいってから急に変になったので，しらぬ人

ほとけおろしは秋にする。彼岸は１週間。おろす文句はは神経といった。新婚当時，身心ともに特別な外部的事

男女ともに若いほとけは 情が起ったわけではない。両親は信心ぶかい人たちだっ

わが今｢1の水をよぶ。何の水をよぶ。暗の夜に嶋かた。「行者」のやっていることをみたという特別な記１億

ぬ烏の声きけば生まれし先きの父こし､し。南無三世諸はないが，７才ごろから妙に神さまや仏さまがおがみた

かたちが染えないで声ばかり，すがたが承えないで青ある。光明真言を教えられた。それはお大師さまが教え

てくる。裾はこつゆでうちしぼる。おりてあそべや今配性なところもない。気の変になる家筋でもない。世間

日の承やく（？）。これから口びらきになる。もそんなことはいっていない。
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わが今ロの水よぶ。何の水よぶ。極楽の水よぶ。こ なった。五所河原の成田山（大善院，成田照範氏のとこ

えきの枝には何がなる。南無阿弥陀仏の六字がなる。 ろ）にいった。地蔵さまが舟にのってあらわれたことも

神おろしは神よせをし,六根'iiIj浄の蕨いと心経をよむ。間，毎Ｈ水垢離をとって神さまをおがむ。毎晩神さまが

ばかり。おりてあそべや今日のみやく（？)。これからたのだとおもう。この年の７月２１日に成田''1にいって

口びらきになる。 ２１日間おこもりをした。それで病気はなおった。２１日

それから神がおりて託宣，予言になるが，それがすんであらわれた･不動さまだった。婚家にいたときにあらわ
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れたのもこの神さまだった。１８の年の５月中ごろから神

さまの姿がよく見えてきた。それが不動さまということ

がおこもりでわかった。成川山で教えられるのでなく自

分でわかる一蒔川氏日く，教えた作法をして水垢離

をとってからは自分が感御するものである－．嫁入り

先きからは暇をもらった。

それからは１人で判断した。だまって目をつぶれば何

でも判断できるようになった。一心におがんでいると神

さま不動さまがおりて来て11を開くようになった。それ

も１８のときからである。１９の年から，方為から染てく

れとかおがんでくれと頼まれるようになった。弘前の最

勝院で得度をうけた。自分は蒔田照円の弟子。１９の年か

ら８年間独身だったが２７のとき再婚して婿をもらった。

その夫も13年前になくなって爾来１人。夫のいた頃はカ

ミサマの仕事が沢山でいそがしかったが，今は１人で田

をつくらなければならぬから，あまりしない。１週に１

回くらい。

習ったものは不動経，心経，お真言，九字，それから

錫杖経である。太鼓をつかう。この順序でお経をよむの

だが，普通は皆なよむのではない。九字をきると神さま

がでてくる。自分には神がかりがある。不動さまをおが

んで祈祷をするのだがおがむときはだまっておがむ。

目はとじる。そのうち，ねむくなり．何もわからなくな

る。手がふるえ，上ったり下ったりする。そこで，神さ

まは自分は不動さまといい不動さまが（第１人称で）

語る－それは貴下が不動さまになって語るのか，不

動さまが貴下によりついて来て語るのかときいたら，そ

このところはよくわからないという。自分が神さまにさ

せられるのかもしれないともいった－．お大師さまが

出ることもあり，そのときはお大師さまが語る。こうい

う有様からさめるときは，眠りから目が覚めるときと同

じような心持ちである。自分の家には不動さまを把った

堂があり，お大師さまもそこに把ってある。おがむとき

は二体を別全に一時におがむ。

祈祷は病気のこと。これは自分でも胸や腰にわかる。

失せもの。これは以前はよくあったが今はあまりたのま

れぬ。お産の祈祷はよくある｡産日の予言もする｡月次的

にいうこともあるがそれはあまりしない。心にうかぶ

ことをいうのである。うかぶことは不動さまや大師さま

が語るわけ。灯明はあげるが水はつかわぬ。供物もあげ

ぬ。ほとけおろしをしたこともあった。以前，早いころ

には死霊，生霊，動物霊のさわりやたたりも出たものだ

が，今は出ない。今でも出そうとすれば出ないわけでも

ないだろう。そういうさわりの11{るときは胸がおもく、

やはりねむくなるものである。後はこわく，つかれる。

最近はよせぬけれども，２０年ばかり前まではよく狐やむ

じな，蛇が出たものである。これはヨリ（寄り台，より

まし）をつかって祈祷をするので，そのヨリが何々のさ

わりといってしゃべる。身ぶりでもわかるものである。

依頼者自身が綴いてしゃべったり身ぶりをすることもあ

る。そういうさわりにはおっぱらいの祈祷をして悪きも

のを退散させる。上にあげた経をよふ九字をきり，こと

に錫杖経ではらう。この経をかけてはらうと，懸いた方

では斑下のからだから出るという。それはヨリがいうの

である。経の功力と神さまの通力によるものである。こ

ちらも一生懸命になって追いだす。このぱあい，カミサ

マ自身に動物霊がついてカミサマがしゃべりだすとI‘､う

ことはない。生霊，死霊のさわりも，それらがカミサマ

に澱いてカミサマがしゃべるのではなし､。ヨリが悪きも

のの言葉や身ぶりを示すのであり，依頼者がそういうこ

とになる場合もある｡4）

占いは算木で八卦をやる。九星，方位も承る。

境内のイタコマチでしょうぱいをししいる人々のう

ち，都合がつけばお寺に来て話をきかせてほしいと頼ん

だイタコ２人が，上記一戸女の面接中に来室。小田原，

楠両氏に面接してもらう。一戸女がすんだので私も加わ

った。下記は両氏の報告と併せたもの。

高谷トシ４３北津軽郡長橋村福山

カミサマ即ち｢行者｣と承るべきであろうが，大善院の

表にはイタコの部に入っている。明。自分の六つのとき

父は気が狂った。９つの時，大釈迦村に奉公にゆき２１

の年から東京の紡績工場ではたらいたが，脚気になって

17の年に帰国。１９のとき肋膜になり，そのため天照大神

さまに願をかけた。親の鉢も弱ったので赤倉,岩木不動，

おしらさまにも願った。家の神棚の神さまは朝夕おが

む。肋膜が治って19の年の12月から23の年まで東津軽郡

荒川村の精米所に奉公した。２３で結婚，後妻に入った。

先妻の子が１人あり，’'1分の子が５人ある。

２４の年に荒川の郷社熊野に参り，３日目の夜中に光が

みえた。２５の年の旧７月10日，産土の福山の稲荷に１週

間の願かけをし，神に助けをねがった。ちょうど１週

間目に稲荷さまがのりうつった。日天さまがのりうつっ

た。体が上がって来て浮くような気がした。２５の年の1日

８月15日に頼まれて他人のためにおがんだ。

神おろしもほとけおろしもする。しかし神おろしが主

である。神おろしは病気のこと，商売のこと、さらに家

内の運勢のことなどを頼まれる。病気のときは医者の方

角や病気の原因をおしえる。神がおりると初めのうち
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は体が上にあがるような気もちになる。あとは夢中でわ

からない。神おろしのときは目が前にとび出るような心

地。ほとけおろしは胸がおさえられて苦しくなる。ほと

けおろしのときは神の名をよぶ（神よせしてからの意)。

自分のところではイタコもそうする。おしらの祭文（久

渡寺もの）をよむと神さまがおりてくる。産土の福山稲

荷におしらがあり，稲荷さまがおしらをくれるとお告げ

があったので，それをもらって来た。彼女は境内での大

勢のイタコやカミサマのうち唯だ１人太鼓をもち，これ

を使っていた。

彼女は神よせの文句やおしらの略祭文の文句を語って

くれた後，ほとけおろしの歌を次のように語った。

ここは何処よと，ここはいつよの，あわのの国よ◎

こえきの枝には何がなる。南無阿弥陀仏の六字がなる

よ。そうりょそうりょと呼ぶや,わがゆく道よぶ道よ’

極楽道よ･すがたにみえてや降りたちゆかん。

おりたちゆかんを３回くりかえして，ほとけの口開きと

なる。ほとけのかえるときは

よろこびもどる。セロ七夜のおいとまいただいて，

もとのやしろへ帰るぞよ･おくもそんりょ（おくりも

うそうよ？)。

神もほとけも，盆と旧６，７月，｜|」１０，１１月，春は

旧２，３月にかけておろす。所属は五所河腺の大善院。

習ったものは心経，不動経，お真言等である。

３

８月14日午後，五所河原で役場及び公民館に行く。座

談会は公民館の予定を変更して福士貞蔵氏宅。川倉以

来，いろいろ案内していただいたもと教育職員で津軽考

古学会の秋元省三氏，陸奥日報の福士行夫氏，郷士史家

で東奥日報の鶴谷清喜氏，毎日の斎藤記者，大善院の蒔

田(長男)氏，その他役場や津軽考古学会の人々，こちら

は私と小森正信氏。

福士貞蔵氏は７５とかで，北津軽郡神社史(昭和１２年）

をはじめ金木郷土史その他都合８ケ町村誌の編纂にあた

った郷土史家。川倉の賓の神，地蔵堂の縁起その他金木

地方の神社史のこと,藩の政策によるこの地方への山形，

秋田からの移住者のもようとその扱いのことなど精しく

きいた。

この地方ではやはり屋敷の隅に屋敷神をまつるが主に

稲荷。うち神は天照大神が主で恵比須,大黒,高山稲荷な

ど画うじﾈ''1は阿部家の山王様と、､うようにもとは一門の

祭神だったが今ではうぶすなのことである。そのうぶす

なについて金木地方では，一門の祭神が地縁の神になっ

たもの即ち由緒のある開拓移住者の氏神が村の産土にな

ったものもあり，五所河脈新川，木造新田，金木新田等，

移住民が協議して祭神をきめて把ったところもあり，俵

元新田など８ケ村全部藩命で稲荷を産土として把ったと

ころもある（福士貞蔵氏)。

おしらはもと旧家にあったものだが，イクコやカミ

サマももっている。その他近来は一般の家でももってい

る5)。また共同所有のものもある。おしらあそばせには，

個人の家でやるもの，マキだけでやるもの，部落でやる

ものがある。おしらは個人に授かるものとされている

が，講中でもっているものは皆のおしらということにな

る。個人の家或いはマキのおしらを祭り，あそばせると

き,２，３のものが合同祭をしたり，或いは周囲の者が集ま

っているうちに溝になったり，部落でまつるようになる

ものである。現在では個人の宅であそばせる時も他所の

人もゆくし，マキの催すあそばせでも，近所のものもゆ

く。南部や下北はマキ（親子マキ）を強く考えるが，こ

の辺では強く考えない(福士貞蔵氏，秋元氏その他)。こ

の地方の家にはずい分もっている者が多い。昭和24年に

調査したものがあるからお目にかけよう5)。東郡平館村

の二谷などでは村中の家が殆んどもっている(秋元氏)。

おしらあそばせは正月16日久渡寺でするのがｲ,･名であ

る。臨時には久渡寺で観音様の命日（５月16,）にやる。

久渡寺でやるようになったのは廃藩になってからのこと

である。久渡寺ではおしらに位階を授ける。これには弊

害もあるといわれる◎旧家のにも，カミサマやイタコの

にも一般の家のものにも位を授ける。おしらの勲章とい

って寺の印の多いものほど位が商い。イタコやカミサマ

のおしらは彼女等の業具でもなければ，イタコの神様で

もない。一般の人々と同じように所持し，まつっている

ものである。おしらの位はイタコの実力に関係ない（福

士貞蔵氏，秋元氏，福士行夫氏その他)。

久渡寺ではイタコを仕立てるのではない。しかし所属

させて管1階はしている働１４小社があるという。イタコや

カミサマに資格をあたえ位を授けるのは大善院の蒔田氏

のところだ。ただし師匠について修行したイタコを差配

のなかに入れて所管している。カミサマには修行させて

いるようだ。末社が38あるという◎所長がカミサマやイ

タコで，その信者のグループで末祉という唾大著院の末

社は南部方面にもある－この辺ではイタコとカミサマ

とはごっちゃになっている。イタコさんいたかとはいわ

ないで，カミサマおいでかという｡鮒三者としてはイ

タコといい二人称としてはカミサマという。混乱してい

る。ゴムソ（御夢想）もカミサマという◎その区別や定

Ｉ
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義はよくわからない－(秋元，鶴谷，福士行夫氏その

他)。

おしらあそばせはイタコやカミサマがする。また一般

の所有者の家の者もあそばせる。千だん栗毛,万能長者，

四万長者などの祭文があるが普通，略祭文をつかう｡6）

－福士貞蔵氏所蔵の資料によってこの土地でつかう

古いものを写させてもらいまた後に鶴谷氏がイタコか

らのきき書きを送ってもらったがここでは省略一。

おしらの所有者の家の者(女)は家灸をまわって門つけを

する。イタコはおしらの門つけをしない。イタコは出か

けて行ってそこの家のおしらを遊ばせるのである。おし

らをもっているイタコもイタコとして門つけするのでは

ない。門つけはおしらに関係するのでイタコに関係する

のではない。おしらあそばせはイタコでない者もする

が，祭文などはイタコが専iII]家だからそれにたのむので

ある。そのとき，家々でイタコは頼まれてそこのおしら

で祈祷や託宣をやるのである。ただ辺部なとところでは

イタコをよんでイタコのおしらをあそばせてもらって，

占いをたのんだりすることもあるが，これは変則で，お

しらはイタコの業具ではない(秋元氏,福士貞蔵氏ほか)。

イタコは神がかりのあるのが本当であろう。イタコの

社会的位置は低いが生活は中程度以上。この辺では病人

のこと，火つけ，泥棒，死者のたたりなど，困ったこと

があるとイタコに行ったりよんだりする。神おろしは何

時でもよい。ほとけの口よせは彼岸には家によぶ。行く

のはいつでもよいが,彼岸すぎればたいていおろさない。

この地方では新口はおろさない。しかし横死者などはお

ろすことがある。業者は必ずしも盲目者には限らない。

糊口のためである。信じる者をつかめばカミサマになれ

るから（福士貞蔵，秋元氏，鶴谷氏その他)。

同席の斎藤氏は次のように語った。自分は日蓮宗の寺

に生まれ幼時から太鼓をたたいて祈祷の真似をした。霊

感がある。それは霊体がこちらにうつって来るものであ

る。イタコにも霊体がうつるので，神がかりは30分きて

10分ぬけるとか10分きて20分ぬけるものである。ゴミソ

やイタコは始終入っているようにいうがそうではない

筈。人によってちがうが，自分には５分うつって10分ぬ

ける｡体がおかしいなと感じる｡その時精神力を入れかえ

る。精神力が失せて，まかせるのである。うつりたいな

らうつれ，刀をもって切るなら切れというような心地で

陶酔状態になる。そのとき，べらべらしゃべる。そのと

きは何もわからない。ふと我にかえって10分くらいわか

るときがある。しかし，その時はしゃべれない，それか

ら，またわからぬようになる。父にも伯父にも葱依の経

一具･･3下．｡．、
、.~≠･卓●.｡
、
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験はない。現在はそうではないが，以前は科学的精神力

が強くなく霊ぶつに左右されて自由にさせていれば１日

の３分の１くらいはぼんやり覚めたり夢の中のようだっ

たりした。狐が目をつぶるとあらわれたり，人間の姿が

あらわれたりすることが昔はあった。今はない。そうい

う時，体の調子は変調であった(斎藤氏)。カミサマやイ

タコの業者で姿の見えぬ者は浅い。深くなれば見える。

更に深くなれば予言があたるものだと赤倉の行者からき

いたとのこと(鶴谷氏)。行中に忘我になったり，覚めた

りすることのあることは各地のイタコからしばしばきく

ことである｡－なお私は仙台に住んでおられた晩年の

福来友吉博士を２度ほど訪ねていろいろきいたが，真の

霊媒のトランスは２分３分というきわめて短時間のもの

だとのことであった－．

座談会のあと夜の予定の前，２人のイタコに面接。う

ち１人は17か８の未婚の人であったがメモが見あたらな

い。師承，業態も普通とちがわなかったと思う。次の藤

田女は川倉でも会った。

藤田まつ３７半明，かなり見える。五所河原町

敷島町在住だが西郡柏村小中野の出・１５から３年間住

承こんで家事を手伝いながら修行。師匠は同所の藤田ナ

ン。当時59で，失明の人。後にまつ女はそこの嫁になっ

た。

象あがりの式は，１７の２月６日からで12日が満願。１

週間の間，水垢離をとり祈祷をつづける。４足２足はと

らぬ。飯はたべる。室内は注連をはり白赤青の布で囲

いそのなかで立ったり座ったりの拝をくりかえす。最

後の日に神つきがあるはずだけれど，自分の場合は拝を

してから，深いことは１．２ケ月先きで教えるというこ

とであった。御礼奉公をするのだし，当時すでにそこの

嫁になることになっていたのだから後で教えるというこ

とだったが結局教わらなかった。相弟子があった。神が

かりは今から10年前，師匠が亡くなってから５年目のと

きだった。肉屋の主人が水死したので，そのほとけをお

ろしてふよといわれてやったとき，初めて無我夢中にな

った。それから時々おろしたが，初め２年間は礼をとら

なかった。正式にしようぱいを始めたのは32のときから

で今から５年前。神おろし，ほとけおろし，おしらあそ

ばせを習った。経文は心経，観音経，イタコの経を習い，

占いは数珠占いを習ったが,あまりやらないので忘れた。

おしら遊ばせのときの祭文は千だん栗毛である－これ

は後に彼女の口調をうつして鶴谷氏から送っていただい

たものがあるが，ここでは省略一。イクコのお経と

いうのは「おさんくだて｣，「さごだて」というのではな



いかと思ったがよくわからない－久渡寺の「大志羅利

益和讃」にあるのかもしれぬが，それが，今，手もとに

ない－．病人のときにつかうといっていた。書きとっ

たメモのままをあげると，通じぬところが多いが，

そもそも出羽の羽黒の権現，たてやま，くらやま，

あたご山……南無天照大神郷春日大明神，天の岩戸

国ひらきおしひらき，さんご再拝と敬って申す。そも

そも，この数珠というは左は胎蔵界，右は金剛界，大

日変じて数珠となる。数珠変じて金剛界，２４へんの４

つの数とり。再拝と敬って巾す。そもそも，うちたい

７つのさんごうなれば,神のためにはちえの塁陀羅,仏

のためにはようらくさし､なん袈裟ころも，悪魔のため

にはらりばんの剣病ざんのためには邪気ばらいのさ

んごうなれば，再拝と敬って申す。月のならびは12ケ

月，日の数は360日｡ゆきしにゆくときにす(?)てんきょ

うをみ､てり'しあげ，云々・うちさんご’うちたい７つ

のさんごうなれば,神のために仏のためにたつ。云為，

というのである。師匠から受けたものはお守りの金らん

の袋一種,中はいえない。自分もしらない－その後,鶴

谷氏からの報告によると，口説きおとして見せてもらっ

たところ，７寸に２寸の木質の円筒で横に５つの輪と縦

に四本の条の金具でしめてあり，中に桐の小箱があって，

その中に拾二才よしと書いた紙片と木彫の２匹の狐が一

方は玉を他は鍵をくわえているものが入っていたと絵図

面にして知らせて下さった－.その他は数珠とおしら。

神おろしは灯明と供物は米とおふき１合。業具は数

珠◎太鼓もつかう。扇はゴムソでないから使わぬ。服装

は袈裟と衣を師匠はつかったが，自分は火事にあったの

で新たには求めず普通のもの。たのまれることは本人や

家族の病気,運勢,お産や事業のことなど。集団の占い，

ことに作占いのこともある。病気は方角をみて病人の体

をみて祈祷をする。さわりの場合は祈祷をすればよい。

さわりのときは寒気がする。おがめばむねにうかぶ。大

きな病気のときは供物に米３升３合と海のさち山のさち

をあげる。神おろしのときは問いｎはかけない。神やほ

とけをおろすときの特別のよび名は弓とり(父)，へら

どり(母)，あいのまくら(夫婦)，たから(子供)等。こ

れはイタコでよび方がちがう。時期は１，２，３，６，７月

はよい。５月はいけない。彼岸には多くでかけてやる。

おろす神はたのむ人の守り本尊や氏神が多い。託宣や予

言の内容はきまっていないし，’'１分ではわからない。ほ

とけおろしは灯明，花，供物は菓子果物。業共は数珠，

太鼓（これはｊｊのないときは仙う･他所に行ったとき多

くつかう)。弓(イタヤの木で台に牛の角のように２本つ

東北の型俗採訪覚え書 ７

▲
Ｐ

Ｕ
ｌ

Ⅸ
．０
．
、
』
｝

》

けたもの，３尺）はほとけおろしのとき，あればつかう

－ド1分はもっていたが，火事でやけたので今はつかわ

ない。彼女は神おろしのときも，あればつかう，集団の

とき彼岸のときつかうといっていた－．幣束はなくて

も差支えない。ほとけおろしは，神おろしをしてからお

ろす。時期は神おろしとlr1じ｡盆には１１lむし､てゆく。経

文も神おろしと同じものだがサンケ，サンケなどはし

ない。これはゴムソがする。神名をよんで神よせをし

て，ほとけの口開きになる前の序の文句は

あいや極楽の末木の枝に何がなる。南無阿弥陀仏の

六字がなる。わが来る水(道?)よぶ。ゆく水(道?)よ

ぶ。はかまは露でそぶとぬれ，そでや涙でうちしぼ

る。ここは何処だともりよか林か。古里ならば，おと

のはおりをなをとしてきけば，姿に承せて降りてつゆ

かん。

ここでほとけが出る。その他，彼女は小供をおろす文

句，お産で亡くなった人をおろす文句を語ってくれた。

くどきや託宣の内容はｎ分にはわからない。ほとけに

よってちがう。むねにうかぶような気はする。時々意識

がかえって来るような時もあるが,またわからなくなる。

ほとけのときは問い１１はかけてよい。さむけがしたり息

が苦しくなるときもある◎後ではつかれる。新l｣はおろ

さぬ。１００ケロがすぎてからである。３５日まではほとけの

位をもらわぬからおろされない。５０年忌がすぎればおろ

さない。ほとけをおろしているとき別のほとけや死霊が

出ることはある。さわりが出るわけである(死蝋，生霊，

動物笠)。そのときは祈祷をする。

おしらは師匠からもらった。イタコは皆もっている。

おせんたくをして衣をきせる。３尺３寸のもので16の鈴

をつけたものが規準である－座敷にその定法のものが

立てかけてあった－°衣冠束帯をつけた商価なものも

ある｡がんらい村の草分けの家などのものだが,その他の

家にもある。部落に５，６頭はある◎ゴムソももってい

る。この辺では誰でも好きな人はもっている。おしらが

イタコの神様だということではない。旧家のおしらと同

じたましいのものである。おしらあそばせは正月の他に

３月161-1,10月16日にもする。一般の人もあそばせる

が，あそばせ方はイタコとはちがう。おしらあそばせと

はちがうことだが，出むいて行くと，おしらをおろして

託宣をしてくれとたのまれる。病人のときは，とくにお

しらを使い，病人におしらでさわる。経は上記のもの。

祭文は千･だん栗毛で，まんのう長者としまん長朽の交っ

たもの。オアしらは授かるものというが，水(紫桑)でつく

る者もしる。おしらを1iBる省がなくなると小湊の大和山
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に上げることになっている。

自分は弘前報恩寺の系統だが，師匠につくだけで，別

に資格はもっていな'‘､。寄りあいがあるかもしれぬが自

分は行かない。成田山（大善院）に組合があるが自分は

行ったことはない。ゴムソには組合がある。

成田山大善院，蒔、照範氏夫人及び令息北(津軽)郡

五所河原町

前日川倉での約束によって１４日夜，大善院を訪れる。

秋元，福士両氏及び楠，小森両氏同行。院主の照範師は

早朝急用で弘前に出張のため不在。夫人と令息(長男)の

話をきく。

道場は大阪国分寺から認可をえた。総本山は東大寺。

山号は祖父が成田不動で行をした時もらったもの。寺は

正伝寺。真言宗で弘前，般勝院の末寺。大善院の道場は

醍醐の伝法学院の系統。カミサマ(｢教導｣)とイタコ(｢準

教導｣)を仕立て，管領している。行は21日間のおこもり

で，長い者は１年も２年もかける。人々によってちがう

が，たいていさわりがある。それを退散させるが，しっ

かりやれば３行で消滅をとる。３行以上の修法者になる

と本山から辞令がでる。２１日|川のおこもりは１人１人が

やるもので何時からでも入れる。その期間中は酒，４足

２足及び魚類を禁じ，青いものと飯だけ◎眠りは普通に

とり，水垢離は夜12時にｌｌ１Ｉｉ･服装は別にきまりはない

が，多く白衣を用いる。経文は心経，観音経，不動経，

錫杖経をならい真言，九字を教える。祈祷の方法や神

さまを拝む作法を教える。法具は太鼓，カネ，錫杖，ご

幣，数珠。九字は３期以上になると教えるもので，錫杖

は初めから教える。こちらには木剣などはない。ゴマは

住職がたくことになっている。その他イタコのおろし方

もならうようである。

ここに来る人は，往々自分が病気になって異常な経験

をしたとか，どうせ死ぬといわれた病気が神さまに助け

られたという経験者などが多い。ここへ来る前に神がか

りの経験をもったという者が非常に多い。１０人中８人ま

でくらいはそうだろう。また21日間のおこもりの間の行

中にほとんどの人に神がかりがある。しかし,神がかりに

ならぬとカミサマになれぬということはない。神がかり

にならぬ者は祈祷中心のカミサマになるわけ。神がかり

になる人にはたいてl‘､不動や稲荷がつき神になる。神お

ろしのとき，依頼者の身の上をきく(託宣や予言で)とき

は不動を，依頼者のあたまが変になっているのに対して

は稲荷をおろす。祈祷の肢'１１に依頼者の手がひとりでに

ふるえてくる。１０人中3,4人くらいある。それを祈祷者が

何のさわりと判断する。または当人の口をかりてさわり

の霊がいうこともある。何がついているか，そのさわり

をくわしくしらべるにはヨリ（より台）をつかう。消滅

(罪障消滅)をしらべるときにもつかう。ヨリにさわりが

出てくるとゴマをたき，九字をきって退散させる。さわ

りには狐，蛇，猫，むじな，水の神などがあり，荒神は

さわりには出ない。馬はさわることがある。さわりの種

類は主に動物の霊で,無縁仏も時にはある。この辺では，

無縁仏が戸をあけて入って来るなどともいう。おっぱら

いの祈祷のときは上にあげた(４種)の経をよみ，錫杖を

つかう。退散のときはゴマをたく。父照範は神がかりに

はならない。

２１日のおこもりがすむと式をする。たいてい髪の毛を

供えてゆく。信仰，祈祷の本尊は不動と大師である。謝

礼はできる範囲でよい。そのとき直ぐにではないが成田

山大善院名儀の免許状を出す。それに３通りある。１は

ここで修行したというもの，２は成田山の弟子になった

ことを書いたもの，３は開業してもよし､という免状であ

る。３番目の分は本山からも出す。度牒をとるのであ

る。そうして，カミサマには得度をさせ僧の資格を与え

る。住職資格ではない。

なお，守り本尊はその人々によってきまる。こちらで

きめてやることもある。薬師や１３仏のどれかが守り本尊

になる。また，さわりの動物霊が教化された結果，さわ

っていた者の守悪霊になるということもある。カミサマ

は占いをする。方位九星をやり，易もここで教える。

カミサマに神がおりるとカミサマは１人称で語る。問

い口をかけると，やはり１人称で語る。ヨリは熱心な信

仰者をつかったりイタコをつかうこともある。ここにも

抱えのヨリがいる。ヨリは女で老婆。その人はカミサマ

でもイタコでもない。ここの弟子だが，不断は何もやっ

て！‘､ない。なお，たいて！‘､今ではゴミソが１人でやる。

祈祷をして自分で神がかりになって語るのである。

また，ここではイタコの管領もする。イタコは師匠に

ついて修行する者だが，長いのは２，３年，５年と師匠

のところにいる。イタコが１人前になると神つけとかゆ

るしの式をする。そして１人前になって客をとる前にこ

こに来て免状をもらう。ここで，あらためて修行するの

ではなく，前の師匠のものでよい。ある程度できれば試

験をする。イタコのことをやらしてふる。あたるという

ことになれば免状をだす。しかし，ここで21日間はこも

らせる。やり方はカミサマと変りはない。心経，観音経

等の経文をよふあげて教えるのであるが，修習は前の師

匠にまかせる。免許状は３通りで，カミサマのと同一の

様式だが,イタコと書いてある。準教導としてあつかう。
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イタコには位はない。弘前の報恩寺で昔はイタコの差

配をしていた。ここは以前はカミサマだけだったが後に

国分寺からゆるされてイタコの差配もするようになっ

た。イタコの組合は報恩寺にもある。ここでは春秋の彼

岸にカミサマもイタコも管下の者は全部集まって寄りあ

いをし，神さま（神仏）の供養をする。戦前か，春は５

月27,28日に，秋は９月27,28日に泊りこふでやった。

今は正月18日にもカミサマ，イタコ，信者が集まってゴ

マ供養をする。

カミサマはそれぞれ末社として信者群をもっている。

大善院所属のカミサマとイタコを併せて38人いる。末社

はH1名部，下北，深浦町(南部)，トモペ，フタツヤ(イ？

秋田ﾘi1:山本郡か?）など各地にある。こちらを経なし､で

開業しているカミサマやイタコは近辺には殆んどいない

といってもよい。やはり少しはいるが，しかし，しよう

ぱいがやりにくいようである｡7）

翌15日私ども１行は各個的に別れて秋田県諸地域の調

査にむかった。

４

昭和30年９月19日から24Ｈまで沖軽と山形県の米沢，

世賜地方の調査をした。１９日は津軽東郡の東平内村で同

学の友人，大和山本部の主管，田沢康三郎氏の許で世話

になり，下北，南部と津軽の伝承文化の境が小湊から

東平内にかけての線にあるときいた。翌20日，小湊に出

る際に道の111j側で成るほど住居の様子のちがう有様をみ

た。最初に陸奥湾に面した東郡蟹田まで山沢氏の案内で

車をはせ，鯉川では調査対象に会えず，阿弥陀川で正法

寺を訪ねる。

浄土宗のがで法然上人の弟子の開創とのこと。住持は

公民館長。その話によると，自分の子供の頃，この村に

１人イタコがいた。近ごろでは南郡尾崎村新屋から失明

のイタコが来る｡春秋の彼岸に来るが正月には来ない。

新口はおろさぬ。おしらは旧家だけでなく，普通の家で

ももっている。久渡寺で位を授けてもらう。普通，授か

ったといっている。蚕はしていなくても蚕の神と考えて

いる。桑の木でこしらえてある。年凹は自分の寺では

１００回忌までつとめるが，普通のところでは50回忌まで。

50回忌のすんだほとけは神格に祁られるということはな

い。内神として特別なものはない。とくにそのための祭

祁もしない。一門の氏神（産土でないもの）は特殊な家

にはある。中沢村の坂本家など。そこでは分家の人たち

も本家に集まって氏神の祭りをする。溝は庚申識，二三

夜講，男女識，海の誰（えくす溝）がある。山伏はまわ

って来ない。前の宮は稲荷。修験のお宮であったのであ

ろう。この辺からも恐山の縁日にはゆく。等々･

長沢キサ５８失明，８つから２０までは半明東

郡後潟村後潟．２０で弟子入り，住系こみで１年修行。師

匠は同郡奥内村清水の高森マメ。当時50くらい◎その師

匠は奥内村油川の人で，自分がおぼえてからでも10何人

も弟子があったとおもう。自分のときは相弟子が３人あ

った。そのうち１人は亡くなったが飛鳥(同村)の人はい

る。修行中，習ったのは山伏の方ので，心経，高天原，

66ケ国(国ずくし)，錫杖経◎さんげさんげもやった。お

しらの祭文は千だん栗毛｡8）

ゆるしのときは１週間の行をする。毎日３回づつ水垢

離をとる。室には注連をはり白赤青の幕をはり，５色の

幣をたてる。俵３俵をつ象，自分は白装束。師匠とよそ

のイタコが来ておがむ。この人たちも白衣をきる。ゆる

しのときに習う法ごとは経文と九字。神がつくというが

Ｉと１分はわからなくはならなかった◎

しようぱいをはじめてから神がかりがあるようになっ

た。しかし，うっすらわかるときもある。業共は数珠と

弓をつかう。太鼓は使う人もあり使わぬ人もある。自分

は使わぬ。お大事（お守り）はあるが，自分は負わない。

水などは使わない。神おろしもほとけおろしもするが，

両方とも白の鉢巻をする。イタコはおしらをもってい

る。他所の家のおしらを遊ばせに出かける。ほとけおろ

しは春彼岸が主だが，何時でもできる。しかし新'二Iはお

ろさぬ。100ヶ日がすぎなければできない。問い口はしな

いンほとけおろしは春彼岸１ケ月，神おろしは正月１ケ

月，多く出かけてゆく。花よせは小供がなくなったとき

に出かけてやる。ほとけおろしと神おろしとでは語り方

がちがう。国づくしはほとけおろしの時はしない。心経

は呼ぶ時も送るときもよむ。託宣や予言は利Iおろしにも

ほとけおろしにもある。祈祷もするが－それは病気の

ときが多い－》まじないや占いはしない。習わなかっ

た。それらはゴムソ（カミサマのことをいう。何かのこ

とで特別の神様と親しい関係だという。自分たちイタコ

は行をしている）にまわす。ゴムソも殆んど女である。

失せもののときもゴムソにゆかせる｡占いでは，この辺

には石神の信心もある。なお，この地力ではイタコはた

いてい結婚をしている◎

高橋ナヨ４６束郡小湊町平中

生まれは東郡東平内村清水川｡16の年に失明し,南郡蔵

館村，蔵航キヲを師匠として９年間住象こみの弟子とな

った。師匠は世つぎにしたいということであったが，そ

うならなかった。師匠は浅虫によく来ていた人。その人
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どでは正，３，９，各月の16日にあそばせる。おしらは田

の神，山の神という。

平内の村々（三平内といった）では春彼岸にほとけお

ろしをしない。この辺はお寺にこっている。大体，全部

が門徒宗である。ゴミソ，カミサマは小湊附近には多い。

ゴミソは修行をしない。唱えごとは何をいうのかわから

ない。なお，時々神やほとけをおろして，失せものや盗

まれたもののことをたのまれることがあるが，それは師

匠から禁じられているのでやらぬ。

花田タケ６６失明

東郡小湊町の在であったと思うが，メモの記録がなく

なっていて不明。師承も不明。神おろし，ほとけおろし

をする。神おろしは数珠。ほとけおろしは彼岸のときは

弓をつかうといっていた。（以上，９月20日調査)。

の師匠は黒石の南の南郡尾崎村の平田森の人。自分の師

匠には当時他に２人の弟子がいた。習った経典,のりと，

祭文は心経，錫杖経，おいわけ様と観音様の経文，高天

原，六根情浄の敏い，神よせ，国ずくし(国がき)，月ぞ

ろい，日ぞろい，春祈祷，あら玉(年びらき)，おしら祭

文等である－これら全部を必ずしも１人の師匠から習

ったのではないような様子も象えた－。

みあがりのときは，朝昼晩３回の食事は４足２足を禁

じ神供をたべる。水垢離をとる。室のなかに鏡をかけ米

３俵をつむ。５色の幣をおき，３升３合の米を盛った膳に

小さい幣をたてる。師匠も弟子も新らしし､道具をつか

い，白装束。髪をきって神様にそなえる（それは弟子に

なった時にする)。１週間の間に習ったもののおさらえ

をする。錫杖経はこの時習った。行中に無我夢中にな

る。みあがりのときは兄弟子が来て師匠と経をよむ。象

あがりがすんだとき，おぼえたことを皆にしてみせる。

自分は９年いたので，それはしなかった。自分の神様は

二十三夜さまだが，承あがりのときついたのではない。

しようぱいはほとけおろし，神およし，おしらあそば

せをする。ほとけおろしは春彼岸から４月８日まで，秋

は彼岸から秋冬にかけて，他所によばれて出かける。人

によっては年中，神おろしの真似をしてほとけおろしを

するイタコもいる。新口は100ケ日中ではおろせない。ほ

とけおろしのときは弓をつかう。弓は７尺のもので師匠

からもらった。ｌの弓，２の弓（神よせ）をよんで，心

経をよんで，口開きの序をとなえているとほとけがのり

うつって来る。無我夢中で余念はない。すんだときは，

よんだときの文句で送る。口説きと託宣予言が出る。花

よせ，七くらよせもするが，)，その時は弓と数珠と両方

つかう。これも１００ケ日がすまぬとやらぬ。

神おろしのときは数珠をつかう。も象じ，さくら，や

なぎの枝をたてるものである。神よせをして高天原、六

根清浄の紋いをあげ，おいわけ様と観音さまの経文をよ

む。神がおりると，やはり無我夢中だが，神おろしの時

はよい心地のものである。託宣や予言がでる。旧正月に

は内神さまの大赦いをしたり春祈祷をするが，国づくし

(国がき)はそのときやる。あら玉(年びらき)の祈祷のと

きは神名をよび，月ぞろい，日ぞろいをよむ。

おしらは旧正月の16日に呼ばれた家のものをあそばせ

る。自分はもっていない◎神さまのときもそうだが，お

しらのときも正月には作のことや月盈の吉凶のことをい

う。ただし，おしらは田畑のうらないが中心･おしらは

１軒liliVのものもあり，村中で１つのおしらをまつると

ころもある。黒石，弘前，油川(東郡奥内村)，鯵ヶ沢な

５

小林隆道師弘前市新寺町，天台宗報恩寺住職

昭和30年９月21日と同36年７月１日と２回報恩寺を訪

ね同師の話をきいた。前回のときは時間が充分になかっ

たので，後のときの覚えがきを中心にあげ，前回のもの

をも加えておく。

報恩寺が本山（叡山）の命で地神盲僧部を所管した当

時から，当地方のイタコの補任をあづかり，その管理統

制をした｡それは明治の23年かそのころ内務省の認可が

あった頃からであろうとおもわれるが，明治40年ごろに

は実際にやっていた。江戸時代には藩主の菩提所だった

から，この寺では，そういうことをしなかったのだろう

とおもう。講会や鉄砲の調査等をしたものである。地神

盲僧には玄清派と妙音派(宗制には常楽院部とある筈)と

があるが当寺はそれらをいはないで一般地神盲僧のこ

とをいう。九州にも管領するところがったが－九州の

ことは九州の古川尭道さん（玄清派）がくわしい－，

それとこことは関係ない。東北地方では中尊寺の瑠璃光

院も管掌していた筈である－九州のこと及びこのこと

は仙台の仙岳院の荒僧正（後の上野寛永寺住職）から話

をきいた。瑠璃光院のことは私はできなかったが佐藤正

順，月光善弘二氏が調査にあたったが既に代がかわって

いて充分の結果がでていない－°この地方では昔から

盲僧の管領は報恩寺だけであった。報恩寺の盲僧やイタ

コの系統は天台宗の支部となっていたので純粋に天台の

系統である。イタコには修験の系統の者もあるが，修験

は青森は以前から吉野の金峯山系のもので，今も残っ

ているｃ羽黒は来ていない，現在は醍醐の修験が入って

いる。修験の方は自分の方では事務所をやめた。ありと
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すれば，天台では新らしくできた修験，京都の粟田口妙

法院のものが1人２人ここにも妓近いるかもしれない。

もっと古くは天台の一実神道があったのであろう。いず

れにしても修験系統のイタコは神仏両方のことをやるこ

とになる。

盲僧は後には行を中心とするものとして扱われている

が，もとは伝教大師のころから始まったものという。元

来，琵琶を弾じて布教，祭iiiBにつかったものである。後

に弓を使ってその糸をたたくようになったのはその転化

であろう。弓には桑を用いるが，それは厄ばらいの意味

であろう。ここでは弓の糸をたたく。盲僧は勧請のこと

と供養のことと両方やるものだが，昔は男だったのが今

は女ばかり。目が見えないので生活に困るから，行のこ

とを中心として認可したものである。

自分の若いころまでは座頭がいて盲僧の支配をしてい

た。この座頭が集めた盲僧を報恩寺で統轄していた。座

頭は盲僧の僧籍があり，寺の境内にまる小屋があって，

この座頭が集めたイタコに「イタコ盲僧」を教えてい

た。これは祭文で，これの節からイタコの祭文はきてい

るとおもわれる。座頭は催しものの支陥をしていた。座

頭はイタコを仕立てるのではない。イタコの養成は個々

の師匠が弟子をとってｌ人前に仕たてる。そしてｌ人前

になったと認めれば師匠が寺に辿れてくる。そのとき，

天台のゆき方を教える。しかし師匠から稗ったものが本

になって天台のはおぼえにくい。それで，つい，そのま

まになり，形式的になる。時々集めて注意だけする。み

だりに吉凶判断をしてはならぬとか－それらのことは

規則にある。「天台宗一般地神盲僧規則｣にくわしい。私

は同師から１本を頂いた一・ただし加持祈祷のことだ

けはよく指導する。このとき神がかりになる者があるの

かもしれぬ。しかし俗にいう神つけなどのことは自分の

方ではつとめない。当寺などはそれに関係しない。加持

祈祷の観念は修験も同様だが，寄り祈祷は天台にはな

い。

盲僧の本尊は地神，地天であり|｣天月天をまつる。以

前には巻物をだしたこともあったようだ。独賀（南津軽

郡）の神宮寺（天台）には版木があった。いわゆる九重

のお守りで，イタコはたいていもっている。両部まんだ

らと密教のだぎに天（稲荷）とか神道系の稲荷などが入

っている。報恩寺のは堅牢地神のお守りという。息災の

祈祷につかうからだが，４寸に８寸の厨子に入ってい

る。犯土，病'脳をおさめIRI土噛焼の為，地天異名事亦堅

牢地天ともいうとあり，諸聯法川決が響いてある。台密

めものとのことである。な蟻お，おしらの男女別の冠の中

を承ると金胎両部のまんだらが入っている。おしら経は

南部の方が先きかとおもわれるが，物語からいうと蚕の

かみさまだろうが，一門の氏の神のようにしてiii日る。

報恩寺には盲僧の台帳がある。大正７，８年ころ当時

の管領の者は90名位あった。延暦寺の鑑証がある。近ご

ろの者では34,5名あり，現在地神盲僧の許可を与えられ

ている者は30名。これは盲仙としての修行を経た者であ

るが，現在は補任をしないから，古い縁の者は離れはし

ないが亡くなったりして段を減ってゆく－昭和36年７

月１日の際のきき苦きには24名とある－．この盲僧た

ちはこちらの定めた日（大師会，旧11月23日）に集まっ

て法楽をする。新７月17日にも集まって法楽もするが他

処のように一般の人は来ないし,ほとけおろし等もない。

もっともこの人たちのしようぱい上の組織は別にあるよ

うで，かわるがわる集まっているようである。この地方

でイタコのいわゆる本部としては報恩寺の他に猿賀村の

蓮乗院(天台)－上記猿賀神社前の神宮寺の末寺。神宮

寺は明治43年になくなった－，弘前の最勝院(真言)，

久渡寺(真言)(中津軽郡消水村坂本)，弘前市外の革秀寺

(曹洞)，五所河原の大善隣（真言）の６つがある。この

他，宗派神道や修験に脇するいわゆるゴムソウの者を併

せて一団体としてはという話もあるが，未だそういう気

運になっていない。ゴムソウ，ゴミソ，ゴムソというの

は，ここでは修験の人のことをもいうが，元来，修験と

も盲僧ともつかぬ，神道でもなし､ものであろう｡'0）

安田サダ７６弘前市松ケ枝町（昭和３０年９月

２１日面接）

報恩寺管下の盲僧として，南津軽郡石川町乳井の対馬

ヤエー5,6人の弟子が現存し報恩寺の盲僧一と安田

サダ等の名を小林師はあげた。ことに後者は検校の資格

をもち吉僧の差配をさせていたとのこと。自宅に教会を

建てていてしっかりした老女である。本人は81才といっ

ていたが小林師によると昭和年８生の由だから76であろ

う。現在失明。自分では盲佃とよぶが他人はイタコとい

う。家の職業は商業。しかし生計は独立とのこと。結婚

して子供もあったが，主人はすでに亡くなった。娘の４０

すぎとみえる人が世話をしていた。１５の年まで裁縫学校

に通ったが15の年に'1を蝿い段々I1rfくなった。それで阿

弥陀さまを信仰したが治らぬので迷っていたらカミサマ

(ゴムソウ)におがんでもらえといわれたのでそうした。

岩木川で100F1の水行もした。その|川,お前はカミサマに

なるようにきめられているとゴムソウが託宣でいった。

その後も行をくりかえしていたが，或るとき二十三夜さ

ま（月よみの神で観音さま）があらわれた。町を歩いて



「－

1２社会学研究科紀要第10号１９７０

いたら小店の柱の下に仏像があったので，それを拾い，

授かったものと思って二十三夜さまの信心を強くした。

そのうちイタコの師匠を教えられて16の年に弟子入りし

た。

師匠は弘前市外駒越村の葛原ナ（タ？)力。師匠は当時

かなりⅡが見えていた｡自分も薄明であったが,この人は

目の承えぬ人には教えなかった。７９で亡くなったが20人

も弟子を仕立てた。弟子のうち，現在生きているのは自

分だけ。近所だったので通いで４年間ついた。この人は

経文が上手であった。経文は心経，観音経，錫杖経，地

蔵経さらにおしら祭文も習った。特別に習う順序があっ

たわけではない。神おろし，ほとけの口よせや託宣の仕

方は師匠のやっているのを兇ききして調子を覚える。祈

祷，政いおしら遊ばせ，占い(数珠，八卦)も習った。

１人前になったのは19の年。

ゆるしの前，寒中７日の行をする。徹夜が原則だが適

当にやすむ。昼夜通じて経をよむ。水行は朝昼晩の外に

任意に何回もする。食事は生米の団子２つだけ。４足２

足はとらぬ。魚類もたべない－今でもずっと４足２足

はたべない。地蔵さまの日（23,4日）と日天さまの日(２８

日）にはさかなをたべぬ。毎期水をかぶっている－．

服装は白裟束，草履(手甲きゃはん等はしない)。すべて

新らしいものを身につける。

行中７日間，室には昇風をたてまわし，幣束（五色の

幣，初まいりの幣束という）をたて，別に金銀の幣巾も

たてる。幣の柄は柳と松と竹。俵は３俵を重ね１番上の

俵の頭に５色の幣を立てる。俵を布で巻くことはしない

が室のなかを紅白の幕でかこう。ずっと師匠と経をあわ

せてよむが，六日の夜から７日目にかけての時に，九字

をうけて，神つきがある。このときは師匠は弟子とはち

がった経（よろける経）をよむ。このとき神がつかぬと

一生イタコにはなれない。７日目の明け方に|]分には神

が出た。俵の上に不動さまが現われた。自分の小松の邸

の神は地蔵さまだが現われたのは不動さま。阿字の本体

は不動さまである。もちろんそのとき自分は無我夢中で

ある。神がつくと九字の御しんぼうを授けられる。御し

んぼうをはじめ行中でだけ教えられることがあって，そ

の時に覚えなければ，後には教えられず，イタコにはな

れない。この行で自分は神として生まれかわったとおも

う－彼女はイタコになることにあこがれをもっていた

と語っている－。それから後の式がある。後の式は７

日目の夕方から師匠と朋ぱいが雌まって師匠の読経にあ

わせて，ついてよむ。別に試験されるわけではない。そ

れがすんでから披露をする。昔は式の前に歯をそめたも

のだが121分はしなかった。ネ'|'さまと結婚するという考え

方は別にない。披露には師匠，朋ぱい親類が集まり，自

分の服装は普通だが，上座にまわって祝儀をうける。い

っさい師匠がとりもちをする。

師匠からうけついだものは九重のおまもり，内容は金

剛界胎城界のまんだらである。数珠は師匠の1部を分け

てもらって，あとは自分で求めて足した。おしらは他か

らもらった。弓は師匠はつかったが自分はつかわぬ。弓

をつかわぬ場合は太鼓をつかうのが普通。伝授のしるし

というようなものは師匠からは別にない。本山からは検

校補任というものをもらっている。しようぱいは１９の

年，式のあと直ぐはじめた。だから56,7年になる。弟子

もとったが，やめたり亡くなったりして今はいない。目

は37,8のころ手術をしたが，よけい見えなくなり，５０く

らいで失明。

神おろしもほとけおろしもする。神おろしの服装はじ

きとつ（直綴）ところも。彼女の教会の祭埋や供物，花

など荘厳はりつばであった。道具は主にじゆずをつか

う。幣束を立てカネもあった。よむものは，あら玉（こ

れは月ごとにちがう)，岩木山の経，六根情浄の敏い，

山の神の敏い，心経，観帝経一普通，神おろしでこれ

らを僻よむわけではない。祈祷は錫杖経をよむ－，そ

れから五畿内からはじめて神よせをし，月のかんじん日

のかんじん（月ぞろい，Ｈぞろいか）で屋根の神，柱の

神，土台の神もよぶ。そしてやすんで｢うたぐら｣をあげ

る－伊勢の国の天の戸をあけて出でる日も神代の春の

はじ(め)なるもの云を一・そこで頼まれた神をよぶ。

手をたたく。神がのりうつって来て託宣となる。託宣は

夢中でかたる。問い口はうけない。あとで，はんだんと

いって別にある。それも意識しているのではない。何も

わからぬ。この託宣がすむと神おくりをする。観音経の

秘鍵でおくる。おろす神はたいてい一代さまといって頼

む人の生まれ年の神さまである。神おろしは正月，２月，

５月，９月。それが神月であるが春秋の彼岸や盆にも神

おろしをしてもよい。神月にはほとけおろしはできな

い。

ほとけおろしは袈裟ところもを用いる。灯明と供物，

花をあげ幣束をたて，水をあげ，数珠をつかう。日分の

師匠はほとけをあまりやらなかった｡昔はさつま（琵琶）

を使ったものだが，後には弓にかわった。この辺では今

も弓をつかう｡台に角(ツノ）形のもの2つをつけて糸をは

るものである。ほとけおろしのときは弓をつかう。神お

ろしのときは数珠である。自分は弓をつかわない』語り

方は初めに神あそばせをする。ただし，自宅でやるとき
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はこれをしない。出張のときはする。極楽の末木の枝に

何がなる。南無阿弥陀仏の六字がなる。袖はな歌だに云

を（男と女とであとがちがう）の序を紙って，ほとけの

口開きとなる。内容はくどきや予青であるが，やはり夢

中だから，自分ではわからない）ＩＷ期は彼岸と盆だが，

神月以外はよい。１２月は神月になるからしない。春は３

月花のころ，秋は作がおわってからだが，１１月23口の大

師さまの日くらいないし25,611までである。ほとけの

新口はおろさない。４９日以後でなければおろさない。集

団のことについての託宣つまり作柄のこととか村のこと

などは他所に出かけたときにはたのまれる。正月16日の

おしらあそばせのときや彼岸のときに神おろしやほとけ

おろしをするとき併せてやる。杵は別に春の彼岸に作う

らないをしたが今はあまりない。

おしらはもっている。イタコになってから入手したも

のである。おしらは元来村の旧家にあるものだが，この

地方では今ではどこにでももっている家が沢山ある。イ

タコのもっているおしらと旧家のおしらと性質のちがっ

たものではなし､。イタコのおしらとし､っても，それはイ

タコの神さまではなく道具でもない｡家為でもっており，

祁っているのと同じ性質のものである。ただ，よそによ

ばれてイタコはそこの家のおしらをあそばせたり託宣を

するのである。家の者もｎ分でおしらをまつったり，あ

そばせたりはする。

ほとけの口よせの心地は胸にうかぶだけ。となえごと

をする間はわかるが，あとはほとんどわからない。か

らだの感じはほとけによってちがう。さびしい，くるし

い，暗い等々である。占いは頼まれればするが，数珠で

やる。たいてい失せもののことが主である。祈祷やはら

いも頼まれればするが，このごろは殆んどない。

イタコの組合としては地神盲僧教の教団というのがあ

る。別に登録はしていない。他にもあるだろう。自分た

ちは報恩寺に集まるわけである。弘前の旧市内にイタコ

は８人いる。新市城には未だいるだろう。岩木山,赤倉，

鬼沢にはいろいろな者が集まる。岩木山は男，赤倉はゴ

ムソ，イタコが皆なゆく”なお川倉や久渡寺にも彼女は

ゆくようだが，小林師の話では彼女はそれらのところで

は客のもとめを受けなしとのことだった。

ほとけおろしは，命日があるかぎりおろせぬほとけは

ない。私もおろしてもらったが，９月は神月だから神お

ろしをたのむ。数珠を用い，経文はよくわからなかった

が端々から察すると地蔵経の一部，不動経の一部，そ

れから神よせをして心経をよぷ、柏手をうって，５２才の

男の運勢をうかがい奉る。ということで託宣になった。

彼女はしきりにコメカミをかんで予言をした。

昭和33年６月27日から2911まで弘前，五所河原を訪ね

た。

久渡寺（典育宗判111派)，１１.Ｉｉ坂智晋師Ｉ|｣郡清水村坂

本

６月27日，久渡寺にまいり，同師からおしらのこと，

同寺の大志羅講のこと，イタコ，ゴムソのことをきいた

が，ここでは符略（１部のことは拙稿，「東北のおしら｣，

後注，参照)。

同日，弘前市松ケ枝町の安田サダ女を訪ねて面接し，

前回きいたことを補ったが，ここでは省略。現在，小林

ムラ，高山ヤサ，鈴木モヨ，成田ヤヨ，対馬ヤエ，平川

ミエ，奈良岡マヨ，伊藤ヨシ，石岡サキ，阿保ツナ及び

自分が報恩寺盲僧として正式の免状をもっているとのこ

とであった。

翌28日，五所河原で，役場の釜箔課長，秋元省三，福

士行夫の三氏と会談し，ことにおしらとその祭杷のこと

をきたが，ここでは省略。

奈良岡マヨ５２失明巾郡鴎門村友崎。師匠は

弘前市杉森町，三叉イソ。１５の年から３年間弟子入り。

翌29日に面接したが詳細は略。

注

1）木誌前号につづいては更に八戸地方のことが残っ

ており，恐山をはじめ下北地方のことがあるが，そ

れを別の機会にゆづって，ここでは津軽地方のもの

をあげる。

2）昭和２７年８月１２日から１９日まで青森県津軽地方と

秋田県の鹿角，山本，北秋、，南秋田，河辺，仙

北，雄勝諸郡の諸地域を綜合研究のチームの諸氏と

合同及び各個別に採訪。同行者は小田原，楠，岡田，

小森，秋田以南から戸川の諸氏。秋田県では私は南

秋田と仙北の２郡を訪ねた。その後，これらの諸氏

は私の各個研究及び分担研究のなかで更に他の諸氏

を加えてこれらの地の採訪を重ねて来ている。弘前

を巾心に津軽は私もこのことで３度訪ねた。しかし

’１１利郡は未だに文TIF述紬の程度で現地を訪ねていな

い。平賓郡も手うすである。

3）上記２寺のうち，どちらかわからなかったが，若

い住持の工藤師は地蔵堂や縁日の管理はすべて川倉

部落か金木町がしているので,収入はそちらに入り，

寺では関係しないとのことであった。

4）「ミコ｣，「行者｣，祈禰師（exorcist）の関係や出入

り交会，異常経験の心的同異等については，拙稲



５
５
７
５
３
４
７
１

１
１
６５計く

第１０り・’970

職業

爪女４

御夢想１１

農業２８

無職１４

漁業ｌ

易者１

日雁１

本原１

（計５６）

1４

「シャーマニズムの特質と範ｌｉｌ１｣、東洋文化46.7,(昭

和44年５月)，（東大東洋文化研究所)，及び本誌前

号，「東北の蕊俗採訪覚え書(1)｣，慶応義熟大学大

学院社会学研究科紀要，9,1969,参照。

それらにも叙べたように東北地方の「ミコ」や「行

者」にもとくに忘我或いは脱我の経験において天界や

地界に赴いて心霊に会うということはない。イタコの

場合は霊媒的経験で忘我失神の状態において心霊の懇

依に自分をまかせる，神がのりうつって来るという心

持ちという。行者の場合は異常な心的状態におl‘､て神

があらわれたとかお告げがあったといい，行'１'にも神

がのりうつって脱我或いは忘我的状態になるという。

しかし，特定の神が自分のなかに来ており，常住して

いて，自分はその神と一体的同致的であるという者も

往食ある。また，こういう人は特別に唱えごとをした

り作法をしたりしないで，而ぐに予言や判断（神さま

を３人称でいったり，或いは神が自分の口をかりてい

うというのでなく）,神なる自分がいうというつもりの

者もいる。ミコの場合はいろいろな心霊の懇依をう

け，自分をあけて，いわば貸すのであるから，神つけ

の式，ゆるしの際に神がつくということは，神と同体

となるということもあろうが－そういう自覚をした

というミコもいる－，いわば懇依を受ける特殊技術

の修得を証拠づけるという意味になるとも考えられ

る。ただし，東北の「行者」たちはほとけおろしも神

おろしもするのだから》この点では，ミコの場合と相

似的でもある。アイヌのツスは，未だ充分究明してい

ないが，心霊的なものと同体的だと考えて業態もそれ

によっている者を私は多くみた。

上記拙稿でも書いたように，東北のミコ、行者，祈

祷師における異常経験とくに心霊の悪依ないしこれに

類した経験は互いに入り交っているが，ミコはI'|分が

憲依をうけ，そして自分がその懇依した心霊に対して

exorticな祈祷をし被いをする(庄内地方その他のよう

に，ミコはそれをしないで修験や法印にたのむという

ところもあるが)。それから，「より」とか「よりまし」

といわれる霊媒的な懇依をうける者の性格はミコのそ

れと同じ性質のものであろう。ミコが「より」にたの

まれるということもきいている（行者が「より」にた

のまれるということもきいているが)。しかし職能的

には，ミコや行者は「より」とはちがうという。

5）秋元氏から津軽考古学会で昭和２４年９月2311調査

の日附けの「おしら神調査」の結果を象せていただ

いたので、その写しをここにのせる。

年令

20以下-

21～30-

31～40-

41～50-

51～60-

61以上一

（計

〃
１
１
０
１
２
３
８ ｊ

女
０
１
４
週
別
皿
娼

慨

li簿
学力

無学２４

小’'１退１１

小卒１７

中中退０

中卒ｌ

神学卒１

洞２

（計５６）

入手径路

神から授った

代々伝ったもの

師匠力、ら

他人から

自分で'作った

親から伝った

不 知

（計

春の会に出否

川１７

否３９

（計５６）

鈴の数

左右共１６

１６以下

１６以上

無

湘

所有年数

10年以下

20年′′

30年〃

40年〃

50年′′

50年以上

不知
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蝉
上
中
下
無

１

６
８
１
５
９
５
２
６

１

１

５

４

１

１６

３５

(計５６）

遊ばせる

自宅

知人宅

４８

８

(計５６）

色
白
赤
白
色
色

沌
白
赤
赤
金
水
漏

２５

１４

１

１３

１

２

(計５６）

２
６
６
１

１
３

(計５６）



直垂

掛図

1５

久渡寺参詣度数

毎年5

10回以上2

10回以下８

５回以下１７

１回１２

無８

漏４

久渡Ｊ１誉参詣中の饗銭高

５００

１０()以下 ２

１００３

５０４

３０１

２０以下６

不明２１

無９

洞９

経文頭の形

久渡寺和讃９不見２８

千反栗毛１１馬２０

高野山１観音１

不明１６姫１

瀬１９烏I附子人１

人面３

堀２

製作年月の解るもの１５

製作年川の解らないもの８

砿験

’'1分の病気を癒す１４

他人の′′４

１２１他共に〃１９

無 い６

其他７

望がかなう３

火１１Ｆ２

鈴が11ルる２

虫除１

夢枕に立つ１

試験１

６）おしら祭文のことについては，いろいろあるが，手

もとのものをざっとあげると，夏堀謹二郎「おしら

祭文について｣，東北民俗，節４帆，１９６９，５月，

今野円輔，「おしら神祭文｣，柳川先生古稀記念文集

（｢ロ本民俗学のために」第９戦)，小井川潤次郎，

『いたこの伝承｣，同上，『おしら様の話』，その他。

また八戸地方のイタコに語ってもらった録音が手も

とにある（拙稿，前号所収参照)。久渡寺発行の『大

志羅和讃』は今手もとにない。

なお，おしら祭記のことについては，ニコライ。

Ａ･ネフスキー氏の書簡が集めて邦訳されている（ピ

プリア,33,34,昭和41年６月,10月)。柳田国男「大白

神考｣，定本柳田国男集,第12同上，「砥女考｣，同上，

第９所収。また下北のことについてはとくに楠正弘

『下北の宗教』にくわしく，その他，竹内利美，「お

しらさまの祭｣(１，２)，社会と伝承，３の１，２，

昭和34年１月，５Ｊ１，拙稲，「東北のおしら｣,東北大学

東北文化研究室紀要，３，昭和36年３月，菊地久雄，

「南部のいだこ寄せ｣,まつり，12,1967所収，夏堀謹

二郎,「｢梓神子の由来｣から｣，同上，所収，等参照。

7）大善院の蒔田照範氏から間もなく当口不在を謝し

た手紙とともに大善院配下のゴムソとイタコ及び末

社の信徒教を識した表をいただいたので次にあげ

る。

衣装

…’
Ａ
Ｂ
Ｃ

９
８
３
２
１

東北の璽俗採訪覚え書

３

１

教導の部（カミサマ）「御ムソ」

（信徒教）

下北郡、名部町字海老川２５１５０

同横迎町５５１５０

同，WIノ木３４５０

同下川展３２１２０

同前谷地１７６５

同栗山１８８０

下北郡大畑町大字正沖川９４６０

下北郡東通村砂子又６５０

青森市佃市営住宅８号１８０

束郡擢山町中師３５８３

北郡六郷村山道字小泉１５４１２０

同三好村大字鰯ケ岡１６５７０

同五所河原町旭町６０１８０

（生年月日）

明１５．１．１

明２７．２．６

明３１．１０．２８

明４３．８．２０

明３９．１．１２

明３７．１．２５

明３６．５．１３

明３５．８．１４

明２８．４．２

明２４．６．２０

明２４．３．１４

明３５．９．１

明２０．６．８

(俗名）

アグリ

シユン

(僧名）

新谷恵法

大溝照善

川上順子

川上照山

小笠原照蓮

皆野恵光

畑中教道

竹林恵光

須留川智山

田中法泉

一戸光円

相馬智光

加藤教光

ｊ稗
櫛
蹄
同
勘
同
同
同
濡
耐
濡
鋤
同
同

く

可 長次郎

さと

卜ミ

キヱ

キクヱ

チ七

はる

さくら

ハナ

こよ



笠井キヨ

部谷川そわ

前、そ和

大川ハナ

向谷トシ

高杉キノヱ

'１１口とめ

平ＩＴＩアサ

1６

同同松働村大字金１１１３６

同同栄村セツ館１９９

不動西郡越水村大字神ＩＩｌｌ６１

観音同水之村妙術崎５２

不動同郷戸村字鳴戸４８

同同川除村大字M伽１１７

同同舞戸村３７

観音同岩崎村沢辺５

同同同

不動同森田村字吉野３２

観音同中村字中山ノ井８５

同同柴田村大字中館６７

不動同中村字中村１２６

同同柏村大字玉水１２

準教導の部（イタコ）

北郡中川村大字桜、１３７

同小泊村字小泊２９９

同中里町大字大沢内３２４

同 同２６

同長橋村大字桶山１２

西郡森田村大字大館１１２

同車力村大字牛潟１５

同柏村大字王水４

工藤照憲

笹森光了

伝法行隆範

渋谷光善

部谷川照覚

小烏妙光

渋谷光心

岩森順光

岩森行心

川村栄光

井筒善了

岡村照光

島田貞全

岩淵香山

８０

６０

２６０

65

220

150

130

８０

６５

８５

５０

１５０

１２０

５０

明４３．１０．１

明３２．３．６

明３０．８．３

明４０．３．４

明４３．２．１５

明２４．１０．１２

明２４．８．１４

明２６．１１．１８

明２７．１２．１３

明３８．１１．１５

明３９．７．３

明１９．４．１

明３１．２．９

明２６．７．６
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３４．１２．３

大正

明

昭和

２．２５

９．２５

２．３

●
●
●

皿
肥
８

8）ミゴの伝承する経文、祭文の額はわかりにくい。

呼称も様々だし内容も地方や師承の関係で様々であ

る。きいただけではわかりにくいし，推測せざるを

えぬものもあるが，後に補正することとし，資料的

な意味で不充分なものも，メモによってあげておく

ことにする。

なお夏堀識二郎「まぐ文章』（昭和12年５月の序文

と，１０月16日付けのあとがきがある),小井川潤孜郎

『いたこの伝承』(昭和28年12月製本,限定頒布。もと

私は同上，昭和20年12月31日小井川静夫氏の奥書き

のあるものを使った)。『砿女の語り』，１，（『まぐ文

章」と中道等氏を東北大学宗教学研究室にお招きし

たとき（昭和27年llj19IJ）のきき書とを岡田照子

氏が対照してプリントにしたもの),修験道の『勤行

式』の他に，出羽三山の六根清浄の大被その他につ

いて，戸川安章「神仏分離と出羽三山の信仰｣：斎

藤報恩会時報１６９（昭和16年)，同，「庄内地方に

おける砥女とおこない様｣，民族学研究，１８の４（昭

和29年12月)等参照。

９）七倉よせ，花よせのことは次稿，秋田地方の採訪

記録でふれるが，桜井徳太郎，「民間璽俗の性格｣，

『日本民俗社会史研究』（肥後先生記念論集)，昭和

４４年４月にくわしい。なお，同氏には砥女の生態

と博承をまとめた「民間躯俗の形態と機能｣，和歌

森太郎編『陸前北部の民俗』，昭和４４年３月があっ

て口寄せのことが精しい。

10）なおゴミソのことは次稲でふれるが，江田絹子，

「津軽のゴミソ」、日本比俗学会報，４０，昭和40年７

月，同上，「青森と秋川のゴミソ」，民俗学評論，

２，昭和４２年７月にくわしい事例が報告されている。

－調査要項「ミコ」は前稿にあげたが、「行者」は紙

蛎の関係で次稿にゆずる－．


